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子どもの笑顔が輝き
勢いのある学校

（Ｈ29．11．2発行）文責 校長 福田雅也

「愛」の反対は…
あ い は ん た い

甲佐 小 学校は、現在人権 旬 間に取り組んでいます。人権 旬 間では、各学 級 が人権についての
こう さ しようがつこう げんざいじんけんじゆんかん と く じんけんじゆんかん かくがつきゆう じんけん

授 業 を 行 うとともに、 教 師同士がお互いのその実践を交 流 し合う（授 業 を見て意見を出し合う）機
じゆぎよう おこな きよう し どう し たが じつせん こうりゆう あ じゆぎよう み い けん だ あ き

会をもちます。そして、各学 級 が学んだことを子どもたち同士で交 流 し合う「人権 集 会」が１５日に
かい かくがつきゆう まな こ どう し こうりゆう あ じんけんしゆうかい にち

実施される予定です。また、１８日（土）に予定されている保護者向け講演会も人権 教 育に関する内
じつ し よ てい にち ど よ てい ほ ご しや む こうえんかい じんけんきよういく かん ない

容です。
よう

それらの一環として、 私 が子どもたちに対して 話 をする「人権講話」が１０月３１日に計画されてい
いつかん わたし こ たい はなし じんけんこう わ にち けいかく

ました。講話の様子については、学校ホームページでも 紹 介しておりますが、 話 の 中 心の一つとし
こう わ よう す がつこう しようかい はなし ちゆうしん ひと

て、マザー・テレサの次の名言を使いました。
つぎ めいげん つか

「愛の反対は憎しみではなく、無関心です」
あい はんたい にく む かんしん

とても、深く、 考 えさせられる言葉です。
ふか かんが こと ば

反対語辞典で調べてみてください。「愛する」の反対語は「憎む」となっています。 私 もこの言葉を
はんたい ご じ てん しら あい はんたい ご にく わたし こと ば

知るまでは、当然そのように思っていましたし、国語としてはそうなのです。しかし、マザー・テレサは、
し とうぜん おも こく ご

憎しみを抱く以 上 に、「無関心」であることこそが「愛」の反対であると言っているのです。 私 はこの
にく だ い じよう む かんしん あい はんたい い わたし

言葉を知った時、目からうろこが落ちる思いがしました。
こと ば し とき め お おも

講話では、まず「人権」の意味を 考 え、お互いの人権はお互いに大切にしていかなければいけな
こう わ じんけん い み かんが たが じんけん たが たいせつ

いこと等を話しました。
とう はな

その後に、上のマザー・テレサの言葉を引用したのです。
ご うえ こと ば いんよう

無関心ではなく、周りの友達のことに関心をもつことができていたら、友だちの様子を見て、「元気
む かんしん まわ ともだち かんしん とも よう す み げん き

ないなあ」、「さびしそうだなあ」、「何か嬉しいことがあったのかな」、「何をおこっているのかな」、等に
なに うれ なに とう

気づくことができます。それが次の何らかの行動につながれば、もっと素晴らしいことです。しかし、ま
き つぎ なん こうどう す ば

ず気づかないことには行動はおこらないのです。無関心では、友だちの様子に気づけないのです。
き こうどう む かんしん とも よう す き

そして、今取り組んでいる「四つのあ」も、周りに無関心だったらできないことばかりであることを確
いま と く よつ まわ む かんしん かく

認しました。
にん

あいさつ… 相手や周りの人をしっかり意識していると、相手の名前を呼んで相手の顔を見
あい て まわ ひと い しき あい て な まえ よ あい て かお み

ながら挨拶ができる。
あいさつ

あんぜん… 周りのこと、周りの人に気を配ることができているから安全に気をつけることが
まわ まわ ひと き くば あんぜん き

できる。

ありがとう… 相手や周りの人への感謝の気持ちがもてるからありがとうが言える。相手を
あい て まわ ひと かんしや き も い あい て

大切に思っているから丁寧な言葉になる。
たいせつ おも ていねい こと ば

あとしまつ… 次に使う人のこと、周りの人のことをしっかりと 考 えることができているから後
つぎ つか ひと まわ ひと かんが あと

始末ができる。
し まつ

最後に、
さい ご

「『四つのあ』ができている学校は 一人一人の人権が大切にされている学校だと言えます。甲佐 小
よつ がつこう ひと り ひと り じんけん たいせつ がつこう い こう さ しよう

学校は、まだまだしっかりとできているとは言えません。しかし、確実に、だんだんと、できるようには
がつこう い かくじつ

なってきています。人権 旬 間が始まっています。 『四つのあ』を守れる学校を目指しましょう。」
じんけんじゆんかん はじ よつ まも がつこう め ざ

と 話 をして、 私 の講話を終わりました。
はなし わたし こう わ お

「甲佐 小 は、『四つのあ』ができる、人権が大切にされた学校です。」と胸を張って言えるよう、子ど
こう さ しよう よつ じんけん たいせつ がつこう むね は い こ

もたちと一緒に頑張っていきたいと思います。
いつしよ がん ば おも


